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令和８年熊本地震の概要と河川の変状概要等について
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令和８年熊本地震(７月28日16:27)の震度分布
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○変状が確認された球磨川下流域の計測震度は震度6弱程度である。

× 震央

○ 地震動観測点

4 震度４

5- 震度５弱

5+ 震度５強

6- 震度６弱

6+ 震度６強

7 震度７

凡例

計測震度

Google 航空写真に震度データベース(気象庁)及び観測所地点等を重ね合わせ掲載

球磨川流域

拡大図

●：変状箇所
●：緊急災３箇所



平成２８年熊本地震と令和８年熊本地震との比較（八代市内）
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○H28年熊本地震の同地点（八代市新地町、平山新町）と比較すると、加速度、継続時間、計測震度において今次地震のほうが
大きい。

Google 航空写真に変状箇所及び観測所地点等追記し掲載

●：変状箇所
●：緊急災３箇所

球
磨
川

前震(4/14) 本震(4/16)
八代市新地町 約8秒 約11秒 約14秒
八代市平山新町 約9秒 約11秒 約14秒

観測点
平成２８年熊本地震 令和８年

熊本地震

前震(4/14) 本震(4/16)

八代市新地町 5弱 5強 6弱

八代市平山新町 5弱 5強 6弱

観測点
平成２８年熊本地震 令和８年

熊本地震
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Google 航空写真に変状箇所及び観測所地点等追記し掲載
Δは震央からの距離、航空写真上に記載の最大加速度は3成分合成値

球
磨
川

Δ=11.1km
746.3gal

Δ=18.1km
367.8gal

Δ=15.2km
480.7gal

●：変状箇所
●：緊急災３箇所

前震(4/14) 本震(4/16)

八代市千丁町 5弱 5強 6強

八代市新地町 5弱 5強 6弱

八代市平山新町 5弱 5強 6弱

観測点
平成２８年熊本地震 令和８年

熊本地震

○平成２８年熊本地震と令和８年熊本地震での加速度応答スペクトルを比較すると、令和８年熊本地震では、長周期帯の加速度
応答スペクトルが大きいことが分かる。また、短周期帯では上下方向の応答が大きいことが分かる。

○令和8年熊本地震では、球磨川近傍観測所の八代市新地町、平山新町地点において、レベル１から２の間となる地震動であ
ったことから球磨川本川の堤防が被災したと想定される。

平成２８年熊本地震と令和８年熊本地震との比較（八代市内）



地震による変状箇所と地形との関係

5
変状箇所と土地分類図（地形分類図）及び都市圏活断層図の重ね合わせ

○変状箇所の地形は、九州山地の西側にあたる球磨山地西縁を北東～南西に走る日奈久断層を境に、その北西側一帯に広が
る広大な沖積低地部である。

○球磨川河口付近は扇状地となっており、三角州をなしている。
○日奈久断層に近い今回変状のあった球磨川堤防では、横断・縦断方向のクラック（亀裂）が確認されている。

前川

南川

●：変状箇所
●：緊急災３箇所



緊急災３箇所と治水地形分類図
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治水地形分類図と都市圏活断層図

①球磨川右岸6k200～450
 被災延長L＝250m

②球磨川右岸8k000～040
 被災延長L＝40m

○①球磨川右岸6k200～450区間のうち、堤防沈下や低水護岸の変状等被害の大きかった区間（6k400付近)が、旧河道部と
概ね一致する。

○②球磨川右岸8k000～040及び③球磨川左岸8k540～580区間は、氾濫平野となっている。

①球磨川右岸6k200～450
 被災延長L＝250m

③球磨川左岸8k540～580
 被災延長L＝40m

②球磨川右岸8k000～040
 被災延長L＝40m大分類 中分類 小分類 細分類 記号

氾濫平野

旧河道(明瞭)

旧河道(不明瞭)

人
工
改
変

地
形

盛土地・埋立地

干拓地

山麓堆積地形

浅い谷

崖(段丘崖)

段丘面

山地

砂州・砂丘

低
地

旧河道

落堀

微高地(自然堤防)

後背湿地

氾濫平野

扇状地

台
地
・
段
丘

扇状地,
氾濫平野

③球磨川左岸8k540～580
 被災延長L＝40m



令和８年熊本地震に伴う地殻変動
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○日奈久断層帯の北西側で最大約1.5mの北東向きの変動、最大約60cmの沈降が見られる。

出典）国土地理院
「だいち２号」及び「だいち４号」観測デー
タの３次元解析による令和８年熊本地震
（2026年7月28日）に伴う地殻変動

緊急災①

緊急災②

緊急災③



緊急復旧工事の状況
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○変状が大きい箇所は３箇所。
○堤防の変状はクラック、沈下、低水護岸の変状等が確認された。
○応急対策は、クラックを包絡する範囲で切返し工法や充填を行う

とともに、川表側をブロックマット、川裏側をブルーシートで保護。

堤防被災箇所（②球磨川右岸8k000～040）

堤防被災箇所（③球磨川左岸8k540～580）

堤防被災箇所（①球磨川右岸6k200～450）



被災状況の概要（緊急災①球磨川右岸6k200付近）
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球磨川

新
前
川
堰

終
点
：

6ｋ
45
0

起
点
：

6ｋ
20
0

災害復旧区間 L=289ｍ

6k000

堤防亀裂・沈下 L=289ｍ（緊急災復旧延長 L=289ｍ）

前川

②

④

③

⑤

はらみ等を伴う変状箇所

6
k
3
60

はらみ等を伴わない変状箇所

6k400

6k200

①

堤防天端亀裂状況①

低護岸被災状況（小段部）

低水護岸ののり肩を基準に小段部が0.8m沈下

⑤
堤防天端亀裂状況②堤防はらみ出し（川表）③ 堤防はらみ出し（川裏）④

全体写真（航空写真）



⑥ 低水護岸の変状

堤防亀裂（川裏）

堤防亀裂
H= 1.5ｍ

②-2 ⑤低水護岸の変状

球磨川
③終点：6k450

亀裂 H=1.9ｍ

沈下 0.8ｍ

②

堤防亀裂・沈下被災状況

被災状況の概要（緊急災①球磨川右岸6k200付近）
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堤防亀裂（川表）②-1

堤防亀裂
H=1.9ｍ

②

沈下 0.8ｍ

球磨川

①起点：6k200

④小段及び低水護岸変状

低水護岸変状
H=0.9ｍ

球磨川

堤防亀裂幅＝80ｍｍ、
深さ＝0.70ｍ

堤防亀裂（川表）

堤防亀裂（川表）

球磨川

②

②-2

②-1

④

⑤⑥

堤防亀裂・沈下



緊急災①球磨川右岸6k200付近の護岸基礎構造
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近景写真①

○護岸基礎部の構造については、掘削を行い、護岸基礎に矢板が打設されていることを確認した。

矢板確認箇所

護岸基礎部の矢板上部を目視で確認。0 10 20 30 40
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右岸6k400

矢板位置
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地震前後の地形と変状（緊急災①右岸６ｋ２００付近）
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○はらみ出しを伴う変状が確認される区間は6k360～6k400区間であり、6k360より下流でははらみ出しが確認されていない。
○平成２８年熊本地震では、はらみ出しが確認された箇所の天端沈下量は概ね５０ｃｍ以上（広域地盤沈下量を除く）であった。

縦断抽出線

平面図

縦断図

横断図
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川表 川裏

発災後

発災前

5

右岸6k200

25155

堤防沈下量＝157cm

堤防沈下量＝110cm

はらみを伴う変状はらみを伴わない変状

74cm

発災前(R4)
発災後(R8)

はらみ出し有 110cm

発災前(R4)
発災後(R8)

堤防沈下量＝91cm

堤防沈下量＝84cm

91cm

発災前(R4)
発災後(R8)

はらみ出し有
157cm

発災前(R4)
発災後(R8)

10

1

1

2

堤防沈下量＝74cm

※今回地震での広域地盤沈下量45cmと推定

乗り越しポンプ箇所

※H28熊本地震における土堤区間の復旧工法の閾値95cm（うち、広域地盤沈下量45cmを含む）



地質調査結果（緊急災①球磨川右岸6k200付近）
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○6k300及び6k400地点で礫混じり砂が確認されている。
○6k300より下流での砂層の縦断範囲について確認するため、6k200、6k250にてボーリング調査を追加実施中。
○概ね河川水位と地下水位は同じ高さである。当該区間は、新前川堰の湛水区間となるため、平常時の河川水位の変動は大き
くない。

H=2.80m
想定地下水位（天端部）

追加ボーリング調査を実施中



被災状況の概要（緊急災②球磨川右岸8k000付近）
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④



地震前後の地形と変状（緊急災②球磨川右岸8k000付近）
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○右岸8k000付近の変状は、はらみ出しを伴わない変状であり、堤体の沈下が確認される。
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※令和7年度に河川護岸工事を実施。

発災前(R4)
発災後(R8)



地質調査結果（緊急災②球磨川右岸8k000付近）
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○堤体下部の地層は玉石混じり砂礫が確認された。
○堤体材料及び堤体基礎の地盤性状より液状化による変状は生じていないものと考えられる。

地表面クラック箇所



被災状況の概要（緊急災③球磨川左岸8k540付近）
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川表側クラック部分の舗装直下：亀裂は不明瞭（2026.9.11） 川表側クラック部分の舗装直下：亀裂は不明瞭（2026.9.11）

川表側クラック部分の試掘（2026.9.11）
右横ずれ断層部分を約2ｍ試掘。クラックの連続性は不明瞭。

川表側クラック部分の試掘（2026.9.11）
右横ずれ断層部分を約2ｍ試掘。クラックの連続性は不明瞭。

地表面クラック

地表面クラック

地表面クラック

緊急災③球磨川左岸8k540付近の試掘調査
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被災状況の概要（緊急災③球磨川左岸8k540付近）
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地震前後の地形と変状（緊急災③球磨川左岸8k540付近）
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左岸8k540付近
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川裏 川表

発災後

発災前
5

○左岸8k540付近の変状は、はらみ出しを伴わない変状であり、堤体の沈下が確認される。

発災前(R4)
発災後(R8)



地質調査の結果（緊急災③球磨川左岸8k540付近）
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Ag1
Asg

Ag2

8k550
(2026.8.13測量)

　 　

袋詰玉石

Bc 盛土・粘性土

Ag1　砂礫

Asg　礫混じり砂

Ag2　玉石混じり砂礫

Bcg 盛土・粘性土混じり砂礫

地質記号土質区分地層名地質時代

盛土層(堤体) 礫混じり粘土（淡赤褐） Bc

盛土層(堤体) シルト混じり砂礫（灰褐） Bcg

沖積層（礫質土） 砂礫（灰褐） Ag1

沖積層（砂質土） 礫混じり砂（褐） Asg

沖積層（礫質土） 玉石混じり砂礫（灰褐） Ag2

火山灰層 火山灰質細砂（灰白褐） Dvs

新

生

代

第

四

紀

完

新

世

土質層序表

○堤体下部の地層は砂礫層及び礫混じり砂層が確認された。
○地質調査時、礫混じり砂層は地下水位より上部に分布しており、飽和状態でない。



被災要因の分析（緊急災①球磨川右岸6k200付近）

○6k360を境に上下流ではらみ出しを伴う区間とはらみ出しを伴わない区間とで変状の程度に違いがあった。
○6k360より下流のはらみ出しを伴わない区間では、天端の沈下は小さく、堤体のクラックが確認された。
○6k360より上流のはらみ出しを伴う区間では、礫混じり砂層が分布しており、一部区間では地下水位以深に分布し、

 飽和状態にあることから、液状化が発生し、今回の変状が生じた可能性がある。

H=2.80m
想定地下水位（天端部）
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被災要因の分析（緊急災②球磨川右岸8k000付近）

○今回の地震では、Ｐ７に示すように断層付近にて地殻変動が大きく生じている。当該箇所は断層付近に位置することから
 地殻変動の影響を受けたものと想定される。

○堤体下部の地層は、玉石混じり砂礫であり、堤体材料も礫混じり粘土質砂であることから、液状化は生じていないものと
想定される。
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被災要因の分析（緊急災③球磨川左岸8k540付近）

○今回の地震では、Ｐ７に示すように断層付近にて地殻変動が大きく生じている。当該箇所は断層付近に位置することから
 地殻変動の影響を受けたものと想定される。

○堤体下部の地層には、砂層が確認されたが、平常時の地下水位より上部に分布するため、発災時は飽和状態でなく、
液状化が生じていないものと想定される。
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袋詰玉石

Bc 盛土・粘性土

Ag1　砂礫

Asg　礫混じり砂

Ag2　玉石混じり砂礫

Bcg 盛土・粘性土混じり砂礫

地質記号土質区分地層名地質時代

盛土層(堤体) 礫混じり粘土（淡赤褐） Bc

盛土層(堤体) シルト混じり砂礫（灰褐） Bcg

沖積層（礫質土） 砂礫（灰褐） Ag1

沖積層（砂質土） 礫混じり砂（褐） Asg

沖積層（礫質土） 玉石混じり砂礫（灰褐） Ag2

火山灰層 火山灰質細砂（灰白褐） Dvs
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